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発生年月 種　類 河　　　川 被　害　概　況
明治31（1898）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川氾濫 江別地域の50％以上浸水（全道的に未
曾有の大洪水）。
明治34（1901）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治37（1904）年６・７月 暴　風　雨 千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治42（1909）年４月 融雪・豪雨 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治44（1911）年８月 暴　風　雨 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正２（1913）年８月 暴　風　雨 豊平川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正８（1919）年５月 融雪・異常暖気 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正11（1922）年８月 暴　風　雨 石狩川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正12（1923）年４月 暴　風　雨 石狩川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和３（1928）年９月 豪　雨 千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和５（1930）年８月 豪　雨 石狩川・千歳川溢水、氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和６（1931）年４月 融雪・異常低気圧 幌向川・千歳川溢水、氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
５月 融雪・異常低気圧 石狩川・千歳川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和７（1932）年８月 豪　雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 全道的に大水害となる。江別市街1.5m
浸水。田畑4,123ha浸水。
昭和８（1933）年５月 融雪・豪雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 江別地域の大半が被害を受ける。
昭和10（1935）年８月 豪　雨 千歳川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和18（1943）年４月 豪　雨 幌向川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和20（1945）年７月 豪　雨 石狩川・夕張川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和21（1946）年11月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和22（1947）年４月 融　雪 石狩川・幌向川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和24（1949）年７月 集 中 豪 雨 野津幌川氾濫 局所集中豪雨により道路の損壊、橋梁
破壊、田畑浸水。
昭和25（1950）年８月 豪　雨 千歳川・幌向川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。







９月 豪　雨 野津幌川氾濫 田畑冠水650ha。
昭和32（1957）年９月 豪　雨 排水・小河川氾濫 家屋及び田畑の浸水950ha。
昭和36（1961）年７月 集 中 豪 雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 家屋及び田畑浸水1,000戸、6,085ha。
昭和37（1962）年８月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水氾濫 家屋及び田畑浸水1,135戸、6,861ha、罹
災者6,487人。
昭和40（1965）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 家屋浸水、田畑浸冠水。
昭和41（1966）年８月 集 中 豪 雨 石狩川・各支川溢水 家屋浸水、田畑冠水400ha。
昭和45（1970）年４月 融　雪 内水湛水 床下63戸、田畑浸水300ha。
５月 融　雪 内水湛水 床上27戸、床下48戸、田畑浸水1,078ha、
道路冠水10.5km。





昭和54（1979）年10月 暴　風　雨 内水湛水 床上１戸、床下23戸、田畑浸水130ha。




８月 暴　風　雨 内水湛水 床上浸水91戸、田畑冠水1,805ha。
平成４（1992）年４月 融　雪 融雪出水 河川、農業排水路等の法面崩壊。
９月 豪　雨 内水湛水 床上８戸、床下28戸。
平成５（1993）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。
平成６（1994）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。
平成７（1995）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。河床変動。
















































































北 海 道 遺 産
「石狩川」の
評価について，
整理し，理解
を深める
●　北海道遺産「石狩川」の評価について，地図，文章資料を活用しな
がら理解する
・石狩川のマイナスな面の内容について考え整理する
・石狩川のプラスな面の内容について考え整理する
・石狩川の評価点をおさえ地域共有財産であることを理解する
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本時の目標
　江別駅周辺における自然災害（洪水）と自然地理的事象の特色（降水量・河川の様子）をつ
かみ，その関係性について理解できる
教師のはたらきかけ
主な学習内容
（児童に身に付けさせたい知識）
導入
10分
●洪水被害の様子の写真を提示
発問：写真をみて，気づいたこ
と，わかったことをノー
トに書きなさい。
発問： 写真の場所が，どこか，
わかったことをノートに
書きなさい。
・河川の増水によって，家屋，道路，農地などが
浸水していることを理解できる。
・駅，工場，標識，商店などの様子を手がかりに，
身近な地域の写真であることを理解し，かつて
浸水被害があったことを理解できる。
展開
30分
発問：なぜ，河川が氾濫し，洪
水被害をもたらしたのか
自分の考えをノートに書
きない。
●洪水年表資料の配付
指示：洪水は，どのような季節
に多いか，資料を通じて
確認しなさい。
発問： なぜ，春・夏に多いか，
その理由を考えノートに
書きなさい。
●現在の地形図を配付
発問：地形図をみて，洪水の発
生に関係ありそうなこと
を，ノートに書きなさい。
発問：河川が合流すると，水の
量はどうなるだろうか，
自分の考えをノートに書
きなさい。
・降水量，河川の様子，地形（標高差）などが関
係していることを予想できる。
・春・夏に多いことを読み取ることができる。
・降水量（雨量・積雪量）に深く関係しているこ
とを理解できる。
・河川が多いこと，いくつかの河川が合流してい
る事実を読み取ることができる。
・河川が合流することで，水量が増量となる。そ
のため，長雨などによって，降水量が増すと洪
水が発生しやすいことに気付くことができる。
課題：なぜ，河川が氾濫し，洪水被害をもたらしたのか？
洪水発生には，降水量以外も，関係していないのだろうか
菊地：小学校社会科における防災的内容に関する総合・連携教材の開発12
●昔の地形図を提示し，新旧の
地図を比較
発問：新旧の地図をみて，河川
の様子の変化について，
気付いたことをノートに
書きなさい。
●洪水年表資料の再提示
指示： 洪水被害は，全体として，
どのように変化している
か，ノートに書きなさい。
指示：次に洪水被害の状況につ
いてノートに書きなさ
い。
・昔は，河川は，大きく蛇行していたが，現在は，
直線化していることを読み取ることができる。
現在の地図には，河川の周辺に水域があること
を気付くことができる。
・近年になるに従い，洪水被害が減少している事
実を読み取ることができる。
・農地，市街地（家屋）の浸水があったことを読
み取ることができる。
まとめ
５分
指示：洪水被害，降水量，河川
の様子について，どのよ
うな関係性があるのか，
ワークシートに書きなさ
い。
・洪水被害は，降水量の変化によるだけではなく，
河川の様子も深く関係していることを理解でき
る。
・河川の様子の変化は，洪水被害の減少に影響し
ているのではないか，推測することができる（次
回の学習課題）。
本時案の評価
　自然災害（洪水）が，自然地理的事象の特色（降水量・河川の様子）について，諸資料を活
用しながら，思考し，その関係性を文章表現しながらまとめることができる。
第４表　防災的内容（総合単元）の評価基準
【社会的事象への関心・意欲・態度】
○自然災害（洪水）の様子や原因その防止に関心をもって意欲的に調べようとしている。
○河川の恩恵が，現在のまちづくりの基盤になっていることを考えようとしている。
○河川（石狩川）が，地域の共有財産であり，環境保全を高めることの大切さを考えようと
している。
【社会的な思考・判断・表現】
○自然災害の原因や防止について，学習問題や予想を行い，考えながら表現している。
○交通の発達（河川交通・鉄道）が，まちづくり（市街地形成）のきっかけにつながってい
ることを考え，適切に表現している。
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【観察・資料活用の技能】
○自然災害の様子や原因，その防止について，地図，写真，年表などを活用しながら，必要
な情報を探し，読み取っている。
○交通の発達（河川交通・鉄道）や市街地形成について，地図，写真，資料などを活用しな
がら，必要な情報を探し，読み取っている。
【社会的事象についての知識・理解】
○江別駅付近は，自然地理的事象の特色と関連し，自然災害が起こりやすいこと，その被害
を防止するため，早くから対策を講じてきたことを理解している。
○交通の発達（河川交通・鉄道）が，地理的位置の有利性にあったことを理解している。
○石狩川が，マイナスな面（洪水）とプラスな面（交通の発達）をもち，それが地域の共有
財産（北海道遺産）につながっていることを理解している。
Ⅳ　社会科・理科の連携
　本章では，第Ⅲ章の社会科の学習内容に理科の学習内容を加える連携教材の開発を行う。す
でに述べたように，自然災害（増水）に関する内容は，理科において第5学年で取り上げている。
よって，中学年で行った社会科の内容をふまえ，理科の内容につなげたいと考えた。社会科の
学習では，洪水被害の様子や原因，その防止について，諸資料を通じて社会認識を行う。他方，
その具体的な過程について，確認したわけではない。
　そこで，連携教材として，増水となる仕組みや治水事業の効果について，科学的なモデル実
験を行い，検証する内容を想定してみた。具体的には，①蛇行している河川に，どのくらいの
時間，増量すると，氾濫するのか，②蛇行河川と直線河川では，どの程度の流速の差があるの
か，③河川のバイバス化を行うことで，どのように流れの変化が生じるのか，といった3つの
モデル実験である。
　①は，増水によって，氾濫に至るまでの過程を理解することができる。その結果，どの程度
の雨量に達すると，河川氾濫の危険があるのか，知ることもできる。また，河川は，どのよう
に増水するのか，その広がりについても確認することができる。
　②と③では，洪水被害の防止の効果を検証することができる。②では，本流河川の直線化に
よって，海洋までの流速・水量を調整し，増水の防止に役立っていることを認識できる。③で
は，支流と支流の合流点の一部を本流河川に移動することで，支流河川の水量を調整し，増水
の防止に役立っていることを認識できる。その結果，改めて先人の業績の知恵や工夫について，
再認識・再評価することができるであろう。
菊地：小学校社会科における防災的内容に関する総合・連携教材の開発14
Ⅴ　おわりに
　本稿では，小学校社会科における防災的内容について，いくつかの単元内容に含むものを集
約し，総合単元として教材開発した。それを中学年の地域学習の一つとして位置付けた。また，
社会科の学習内容を理科の学習内容につなぐ連携教材として，河川のモデル実験の内容も示し
た。
　昨今，学校教育において，防災教育の高まりは，増しているものの，教科内容の縛りがあり，
どうしても網羅的な展開はしにくい。他方，防災のような生命の危険を伴うものは，断面的な
知識で，対応できない場合がある。現在，文科省では，安全科（仮称）や防災科（仮称）のよ
うな防災教育に特化した教科などの開発を検討している。自然災害の被害は，年々深刻化して
おり，一刻の猶予はない。それゆえ，現状の教育課程の中で，効果的な教材開発をしていくこ
とが先決となる。その一つの試みとして，社会科での単元集約，社会科・理科の連携という視
点で，教材開発を行った。現行課程の場合，総合的な学習の時間において，上記のような内容
を展開できる可能性はあるものの，実施の義務化は難しい。よって，筆者は，既存の教科内容
において，構想する方が効果は高いと考えた。
　加えて，防災的内容は，すでに菊地（2012）で指摘したことであるが，社会科で取り上げ
る意義は高い。仮に，安全科のような新教科が誕生しても，その中身は，自然災害の発生の要
因や防災に関する知識理解が中心となるであろう。身近な地域の危険の可能性を指導し，その
危険を回避するには，どのような方法，準備が必要か，理解を深めることはできる。しかし，
その学習活動では，地域に対する誇りや郷土愛を育成することは難しい。社会科は，この点を
補完できる。地域に対する誇りや郷土愛を有する人材を輩出することで，自然災害に対するよ
り工夫・改善の思考・検討はもちろん，地域の魅力や素晴らしさを伝授してくれるであろう。
単なる危険を知らせるだけの教育活動では，地域に対する愛着を育てることは出来ず，結果と
して，その土地を離れる人間を増加させかねない。
　今回の教材開発では，自然災害の様子や原因について触れながら，別な視点（人文地理的事
象）を加えている。この別な視点を加味できることは，社会科の強みと言ってよい。
第３図　防災的内容（連携教材）の社会科・理科連携の展開
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　さらに，理科との連携を模索した。本来，教科間の連携は，教科目標の違いから，相成れな
いという考えが強い。他方，教科目標は違いながらも，学習教材は同じであることが少なくな
い。とりわけ，防災的内容の場合，社会科（地理的内容）と理科（地学的内容）の学習教材は
共通・類似している。そうであるならば，筆者は，各教科の目標を遵守しながら，連携するこ
とで他教科の学習内容に深化をもたらすことはできないか，と考えた。今回の連携は，河川の
モデル実験を行うことで，自然災害に対する科学認識を育成する。同時に，その実験結果を，
既習事項の社会科の学習内容との関係性を示すことで，より一層の社会認識につながることを
想定した。よって，教員は，いかに，このような関係性を適切に示すことができるか，重要と
なる。そのため，小学校教員は，教材研究する上で，他教科の教材として活用できないか，常
に意識しておく必要性があろう。
付　　　記
　本研究の内容の一部は，2012年11月全国地理教育学会第６回全国大会（文京学院大学）で
発表した。また，本研究では，2012年度江別市大学連携調査研究事業補助（対象事業：地域
防災教育における教材開発に関する研究）金の一部を使用した。
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